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四
年
ぶ
り
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

令
和
四
年
六
月
一
九
日
（
日
）
午
前
九
時
、

新
潟
県
粟
島
浦
村
と
村
上
市
を
結
ぶ
高
速
船

「
き
ら
ら
」か
ら
多
く
の
乗
客
が
島
に
降
り
立

っ
た
。
彼
ら
の
目
的
は
、
こ
の
日
に
行
な
わ

れ
る「
第
一
五
回 

粟
島
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
」
へ
の
参
加
で
あ
る
。
同
作
戦
は
、
島
内

外
か
ら
の
参
加
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
島
の

海
岸
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
村
を
あ

げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

日
本
海
に
位
置
す
る
粟
島
に
は
、
対
馬
海

流
と
冬
の
強
い
季
節
風
の
影
響
で
多
く
の
ゴ

ミ
が
漂
流
・
漂
着
し
て
お
り
、
か
ね
て
か
ら

こ
の
回
収・処
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。そ

こ
で
、
島
で
は
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
平

成
二
〇
年
よ
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実

施
、
海
ゴ
ミ
問
題
の
解
消
と
交
流
人
口
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
悪
天
候
や

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
な
ど
で
こ
こ

数
年
は
中
止
が
続
い
て
い
た
。
同
三
〇
年
以

来
、
四
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
今
回
の
開

会
式
の
挨
拶
で
は
、
本
保
建
男
村
長
（
当
時
）

が
久
し
ぶ
り
の
開
催
を
祝
す
と
と
も
に
、
参

加
者
一
同
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

式
典
終
了
後
、
参
加
者
は
徒
歩
で
清
掃
場

所
へ
と
移
動
す
る
。
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行

な
う
海
岸
は
年
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
今

回
は
島
の
東
側
の
内
浦
地
区
の「
茂も

崎ざ
き

海
岸
」

と
「
正し

ょ
う

ノの

宮み
や

海
岸
」
の
二
カ
所
。
前
者
は
前

回
に
引
き
続
き
、
後
者
は
平
成
二
五
年
以
来

の
清
掃
で
あ
る
。両
海
岸
と
も
長
い
期
間
、清

掃
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
た
め
か
、
か
な
り

の
量
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
。

島
内
か
ら
四
一
名
、島
外
か
ら
九
四
名
、計

本
誌
編
集
部

島
を
あ
げ
て
の
海
岸
清
掃
と

雇
用
創
出
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

［
新
潟
県
粟
島
］

短
報

ツタに絡まったパイプを協力して引き抜く。



No.271季刊しま
107

一
三
五
名
の
参
加
者
た
ち
は
、
軍
手
を
着
け
、

支
給
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ゴ
ミ
を
入
れ
て

い
く
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
日
常
的
に
目
に

す
る
ゴ
ミ
だ
け
で
な
く
、
浮う

子き

や
コ
ン
テ
ナ
、

ロ
ー
プ
な
ど
水
産
関
係
の
ゴ
ミ
が
多
く
を
占

め
た
。
ア
ナ
ゴ
漁
で
使
う
筒
な
ど
、
海
外
か

ら
漂
着
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。

サ
イ
ズ
の
大
き
な
ゴ
ミ
も
あ
り
、
茂
崎
海
岸

で
回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
パ
イ
プ
は
、

二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
の
長
さ
が
あ
っ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
こ
の
パ
イ
プ
は
、
海
岸
の
ツ
タ
植
物
に

絡
ま
っ
て
い
た
た
め
な
か
な
か
引
き
抜
く
こ

と
が
で
き
ず
、
参
加
者
と
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

数
人
が
悪
戦
苦
闘
の
末
に
や
っ
と
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

海
岸
美
化
に
留
ま
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
の
成
果

こ
の
日
の
天
候
は
曇
り
、
最
高
気
温
は
二

七
度
だ
っ
た
が
、体
を
動
か
し
て
い
る
と
た
ち

ま
ち
暑
く
な
っ
て
く
る
。
防
塵
や
感
染
症
対

策
の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
と
な
お

さ
ら
で
あ
る
。
清
掃
中
は
、
三
〇
分
ご
と
に

ス
タ
ッ
フ
が
呼
び
か
け
、
水
分
補
給
を
促
す

休
憩
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
粟
島
へ

き
地
出
張
診
療
所
の
看
護
師
二
名
が
救
急
車

と
と
も
に
待
機
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
が
図

ら
れ
る
な
ど
、
常
駐
の
医
師
が
い
な
い
粟
島

（
本
誌
二
六
七
号
参
照
）
に
お
け
る
、
看
護
師
の

担
う
役
割
の
多
様
性
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で

き
た
。
こ
れ
ら
の
対
策
が
功
を
奏
し
、
大
き

く
体
調
を
崩
し
た
方
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

今
回
は
一
時
間
半
ほ
ど
の
活
動
で
、
合
計

六
・
一
ト
ン
も
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
た
。
海

岸
に
残
っ
た
の
は
、
流
木
な
ど
自
然
の
漂
着

物
だ
け
で
あ
る
。
清
掃
は
定
期
的
に
行
な
わ

な
け
れ
ば
、
綺
麗
な
海
岸
を
保
つ
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
の
点
、リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、島

の
恒
例
行
事
と
し
て
根
付
い
て
い
る
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

清
掃
を
終
え
た
参
加
者
た
ち
は
、
大
き
な

達
成
感
と
程
よ
い
疲
労
感
に
包
ま
れ
る
。
一

緒
に
汗
を
流
し
て
作
業
し
た
か
ら
か
、
休
憩

時
間
中
や
集
落
へ
の
帰
路
に
は
、
住
民
同
士

は
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
会
う
参
加
者
同
士
で

の
会
話
も
自
然
と
生
ま
れ
て
い
た
。
漂
着
ゴ

ミ
の
回
収
に
加
え
、
こ
う
し
た
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
創
出
も
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
大
き

な
成
果
だ
ろ
う
。
島
外
か
ら
の
参
加
者
に
対

す
る
船
の
運
賃
支
援
や
、
島
唯
一
の
入
浴
施

設
「
お
と
姫
の
湯
」
の
入
湯
が
無
料
に
な
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
も
魅
力
的
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
海
岸
清
掃
を
終
え
た
充

休憩中のひと時。 
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実
感
や
島
内
外
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
、
島

の
穏
や
か
な
空
気
が
、
ま
た
参
加
し
た
い
と

思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
参
加
者
か
ら
は
、
早

く
も
来
年
の
開
催
を
待
ち
望
む
声
が
聞
か
れ

て
い
た
。

県
内
初
の
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

粟
島
浦
村
で
は
、
令
和
三
年
九
月
六
日
に

神
丸
正
広
粟
島
汽
船
取
締
役
を
代
表
理
事
と

し
て
、「
粟
島
浦
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
」
が

設
立
さ
れ
、
同
一
〇
月
に
総
務
省
の
「
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
に
新
潟
県
内

で
初
め
て
認
定
さ
れ
た
。

粟
島
浦
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
の
事
務
局

を
担
う
町
田
純
一
さ
ん
に
よ
る
と
、
今
年
三

月
に
島
に
、
以
前
か
ら
暮
ら
し
て
い
る
住
民

二
名
を
正
職
員
と
し
て
雇
用
。
現
在
、
島
の

水
産
会
社
「
粟
島
定
置
」
に
派
遣
し
て
い
る
。

二
人
は
、「
粟
島
定
置
」
で
三
～
七
月
に
か
け

て
、
マ
ダ
イ
や
ブ
リ
な
ど
を
漁
獲
す
る
大
謀

網
の
作
業
に
従
事
す
る
。
さ
ら
に
、
粟
島
観

光
協
会
直
売
所
「
ば
っ
け
屋
」
で
ア
マ
ダ
イ

な
ど
の
干
物
の
加
工
に
携
わ
る
予
定
だ
。
町

田
さ
ん
は
「
今
は
島
に
馴
染
み
の
あ
る
人
を

雇
っ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
任
期
終
了
後
の
受
け
皿
に
も
な

れ
ば
」と
展
望
を
語
っ
た
。
同
組
合
に
は
、粟

島
汽
船
や
粟
島
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

も
職
員
の
派
遣
依
頼
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
後
の
展
開
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

芽
吹
き
始
め
た
大
豆
ブ
ラ
ン
ド
化

島
の
北
部
に
あ
る
丘
陵
地
「
牧ま

き

平だ
い
ら

地
区
」

に
は
、
総
面
積
約
一
三
〇
〇
坪
の
大
豆
畑
が

広
が
る
。
粟
島
観
光
協
会
事
務
局
長
の
松
浦

拓
也
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
畑
で
は
観
光
協

会
と
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
を
製
造
す
る
カ
ル

ビ
ー
（
株
）
が
共
同
で
、
在
来
大
豆
「
一ひ

と

人り

娘む
す
め

」
を
栽
培
し
て
い
る
。
新
潟
と
長
野
県
の大豆畑を前に抱負を語る松浦拓也粟島観光協会事務局長。

粟島浦地域づくり協同組合の職員派遣を予定する「ばっけ屋」。
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限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
い

こ
の
品
種
は
、
愛
娘
の
よ
う
に
大
事
に
育
て

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
、
こ
の

時
は
、
ち
ょ
う
ど
芽
が
出
始
め
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。

こ
の
大
豆
を
原
料
と
し
て
、
豆
ス
ナ
ッ
ク

菓
子「m

ミ
ー
ノ

iino

」の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
開

発
し
、
カ
ル
ビ
ー
の
会
員
向
け
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

限
定
で
販
売
す
る
計
画
で
、
よ
り
品
質
の
良

い
豆
を
収
穫
す
る
べ
く
、
社
員
が
数
カ
月
に

一
度
粟
島
を
訪
れ
、
土
寄
せ
や
摘て

き

心し
ん

と
い
っ

た
栽
培
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
観

光
協
会
の
職
員
は
、
草
刈
り
な
ど
日
常
の
手

入
れ
を
担
う
。
こ
の
ほ
か
、「
し
お
か
ぜ
留
学

生
（
島
外
か
ら
離
島
留
学
し
、
粟
島
浦
小
中
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
。
本
誌
二
七
〇
号
参
照
）」
が
農

作
業
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。
ま

た
畑
で
は
、
彼
ら
が
馬
の
世
話
を
し
て
い
る

「
あ
わ
し
ま
牧
場
」
か
ら
の
馬
フ
ン
と
、竹
チ

ッ
プ
な
ど
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

肥
料
が
使
わ
れ
て
い
る
。

松
浦
事
務
局
長
は
「
島
で
は
、
以
前
か
ら

こ
の
大
豆
を
使
っ
て
煎
り
豆
や
味
噌
な
ど
の

製
造
販
売
を
進
め
て
い
る
。
新
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
の
販
売
を
、
粟
島
と
大
豆
の
知
名
度
向
上

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。
ま
た
ア
グ
リ
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
展
開
も
考
え
て
お
り
、

今
年
一
一
月
に
は
収
穫
体

験
会
も
実
施
予
定
だ
と
い

う
。
本
保
村
長
も
「
山
口

県
萩
市
の『
相
島
ス
イ
カ
』

の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
い
き
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

◆

午
後
三
時
、
島
外
か
ら

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
参

加
者
た
ち
が
帰
路
の
船
に

乗
る
。
港
に
は
、
感
謝
と

ま
た
の
来
島
を
願
う
想
い

を
込
め
、
ま
る
で
家
族
や

友
人
を
送
り
出
す
か
の
よ

う
に
、
大
漁
旗
を
携
え
て

見
送
る
住
民
の
皆
さ
ん
の

姿
が
見
え
る
。「
関
係・交
流
人
口
」
と
い
う

文
字
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
、
粟
島
の
た
め

に
と
も
に
汗
を
流
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
、

島
と
の
肌リ

ア

ル
感
覚
な
つ
な
が
り
が
そ
こ
に
は
あ

っ
た
。�

（
石
川
）

大漁旗が掲げられた盛大なお見送り。


